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667 Enter。bacter属細菌による菌体外多糖の生産

（筑波大学 ・ 応用生物化 学系）石神 基 ， O 武田 穣， 申村以正

目tv　：多糖を菌体外に産生す る微生 物 （主 と して細菌）は多数単離され てお り、すで に工

業規模での 生産に 用い られ て い るもの もある。 多糖分泌能を有する細菌はその ほ とん どが

固体培地上 で強い 粘性を示すム コ イ ド型の 凝 切 ニ ーを形成し 、 それ が一次ス クリーニ ン グ

にお ける有力な判断材料ともなっ て い る 。 したが っ て、硬い ラフ な コ ロ ニ ー一を形成する株

隊通常 、 試験の 対象か ら除外 され て しまう。 しか し、物理的に強圃な 識 ロ ニ ーを形成する

細菌はそ うしたi繊固さを維持す るため、菌体外高分子物質を生産して い る こ とが予想され

る。 そこ で 、
こ の ような菌株 を対象と して、多糖分泌細菌の検索を試み た。

方法 ：植物の葉を分離源とし、 YM 寒天培地（Difco）で培養 した際、 ラフ な コ ロ ニ
ー形態

を とっ た株を選択 した 。 つ ぎに、取得 した細菌をグル コ ー
ス 、

ペ プ トン 、酵母 エ キ ス 、 リ

ン酸水素ニ ナ トリウム を含む液体培地で培養し、粘稠な培養液となる株を邀択 した 。 その

うち最も高い 粘難を示 した株 につ い て分類、同定を行 っ た 。 菌体外に 分泌され た多糖は、

培菱液に数倍量の エ タ ノー
ル ない しアセ トン を加 え生 じた沈殿物として圓収した。 得られ

た標晶の 酸分解物か ら構成単糖の 分析をお こ なっ た 。

結果 ；単離した菌株 はYM 寒天培地上 で黄色の コ ロ ニ ーを形成 した 。 本菖梅 は鞭毛 を有す

る グラム 陰性 の 通性嫌気性桿菌で 、 カタラーゼ陽性、オ キ シ ダーゼ 陰性であ っ た 。 さ らに、

そ の他の生理的特徴か らEnterobacterに属すると判断した。 培養液中に分泌された多糖は

一旦乾固す ると水に溶解しなか っ た 。 加水分解物か らは、 グル コ ー
ス 、マ ン ノー

ス 、 ラム

ノー
ス が検出された 。
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668 Alcaligenes　 latus　B−−16 株 が産生 す るバ イオ ポ リマ ーの 粘 度特性 と

砂漠 緑 化 へ の 適用 可能性 　 く微 生物 産生 吸水徃バ イ オ ポ リ マ ー第 4 報）

　 （工技 院 。 微工 研 ，＊ 伯東 ）倉 根 隆一郎 ，○ 野畑 靖浩 ＊， 冨塚 登

1）　目的　Alcaligenes　 latus　 B−16 株は 、
　 Glucose な どを炭素源 と し て 培 養す る と多糖

類を産生 す る 。 我 々 は 、 そ の 多糖類の 特異的性能を調 べ た と こ ろ 、 凝集性 、 吸水 、 吸湿 、 保湿

性 に 顕著 な こ とを 見 い だ し た。
1）

更 に 、 こ の バ イ オ ポ リ マ
ーの 工 業 生産 を 目指 し完全合 成

培地 に よ る培養条 件を確 立 した。
2，

今回、 こ の バ イオポ リ マ ーに 顕著 な粘 度特牲 も見 い だ

した 。 さ らに 、
こ の バ イ オ ポ リマ ーの 持 っ 粘度特性 と保湿 性能が砂漠の 緑化 に 役立 っ 可能

性が あ る と考え検討を行 っ た と こ ろ良好 な結 果 を得た の で 報告す る 。

2） 方 法 　粘度特性 は 、 B 型 回 転粘 度計を 使 い 増粘性 能 とそ の 安定性 、ま た pH や 、温度 の 影

響 どに っ い て 測定 した 。 砂 漠の 緑化 へ の 適用 可能性テ ス トで は 、 砂丘 よ り入 手 した砂に バ イ

オ ポ リ マ
ーの 水溶 液 を 加 え た 後 、 20〜 70℃ の 条 件下 にて 静置 させ

一定時間 毎 に砂 の 重量を

測定 した 。 砂 を 底に 200メ ッ シ ュ の 網を張 っ た 円 筒 IFい れ 、 水を透過 させ る こ と に よ り反ろ

水性 向上 効果 を調 べ
、 砂 を シ ャ

ーレ ーに 入れ る こ と に よ り、水分 の 蒸発抑止 効果を調 べ た 。

3） 結果 　本 バ イオ ポ リ マ ーの 水溶液 は、Pseudoplastic性 の 優れ た 高粘 度特 性を示 した 。

か っ 、 5℃ 、 32℃ 5a℃ に て 2箇 月 間静 置 し たが 、粘 度の 低下 は な か っ た 、 そ して ま た 温 度 5〜

80℃ 、 NaC1濃度 G．025〜1飲 pH　 4〜12 の 範 囲で は粘度特性は 、 全 く
一

定で あ っ た 。
　 pH4以

下 に おい て はゲ ル 状態 とな っ た 。 ま た本 バ イ オ ポ リ マ
ーの 水溶液 は 砂 に 添加 す る こ と に よ

り 、 反 ろ水性 が 向上 し水分が 蒸発抑制 され 、特 に 高羣条 件 に お い て そ の 効果が 著 しか っ た 。
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